
1 看護専門職として必要な管理に関する基本的知識・技術・態度を習得する

2

3 令和４年度認定看護管理者教育課程ファーストレベルカリキュラム参照

4 令和４年５月１３日（金）～ ６月３０日（木）　（21日間）

5 県民福祉プラザ、リンクステーションホール青森

6 80人

7 下記の要件を満たしていれば会員・非会員は問わない
(1)日本国の看護師免許を有する者
(2)看護師免許を取得後、実務経験が通算５年以上ある者
(3)管理的業務に関心がある者

8 認定看護管理者教育課程ファーストレベル教育運営委員会にて選考基準にそって書類審査の上決定する

9 (1)受講要件を満たしていること
(２)課題レポートの評価
　　《評価基準》　①課題が明確である(課題は１～２題以内とする)　②主語・述語、起承転結が適切である
　　　　　　　　　 　 ③誤字・脱字がない　④文字数は400字以上、800字以内である
※書類に不備がないこと（不備がある場合は受理しないことも有り）

10 (1)各教科目の所定時間の4/5以上出席していること
  ただし、レポートを課している講義については全講義時間を受講して いること
(2)全教科目のレポート評価結果が「Ｃ」以上であること
（Ａ：80点以上、Ｂ：70点～79点、Ｃ：60点～69点、Ｄ：59点以下）
※レポート審査においてＤ評価を受けた場合、1回に限り再レポート審査を受けることができ、再レポート審査で
   合格した場合は「Ｃ」評定となる

　 ※修了が認められなかった者については、次年度に限り必要な時間数を再履修できる

11 会員　１１０，０００円（税込）　　非会員　１６５，０００円（税込）　※教科目レポート審査料・修了審査料含む。受講決定後振込のこと

12 教科目レポート再審査料　会員・非会員　１，１００円（税込）

13 令和４年２月１５日（火）～３月１５日（火）※17時必着  ※期日厳守

14 （1）受講申込書を青森県看護協会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし、必要事項をﾊﾟｿｺﾝで入力して郵送にて申し込むこと。
  　 封筒には「ﾌｧｰｽﾄﾚﾍﾞﾙ研修申込書在中」と朱書きすること。
（2）申し込み・問い合わせ先
〒030-0822　青森市中央三丁目20-30　県民福祉プラザ3階
公益社団法人青森県看護協会　教育研修課　　ＴＥＬ：017-723-4579

15 選考の上、受講者及び所属長宛に令和４年３月末頃までに通知する

【カリキュラム】　午前　9：30～12：30　・　午後　13：30～16：30 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教科目 時間数 教　育　内　容 講　師

（○印はレポート評価者）
開催日

・社会保障制度の体系
・社会保障の関連法規

青森県立保健大学健康科学部
看護学科　教授　 ○反町　吉秀

6月27日（月）
午前

※ﾘﾝｸｽﾃｰｼｮ
ﾝﾎｰﾙ青森

・保健医療福祉制度の体系
　　地域包括ケアシステム
　　地域共生社会

青森県健康福祉部　健康福祉政策課企画
政策グループマネージャー 野田　千雪

5月18日（水）
午前

・看看連携
・地域連携における看護職の役割
・保健医療福祉関連職種の理解

6
公益社団法人日本看護協会
健康政策部　保健師課
慶越　真由美

6月14日(火）

・看護の社会的責務と業務基準
　　看護関連法規
　　倫理綱領
　　看護業務基準

3
弘前大学大学院保健学研究科
准教授　佐藤　真由美

6月8日(水）
午後

・組織マネジメントに関する基礎知識
・看護管理の基礎知識

一宮研伸大学　学長
認定看護管理者
大久保　清子

6月23日(木）
6月24日(金）

午前

・看護実践における倫理的課題
・倫理的意思決定への支援

弘前大学大学院保健学研究科・医学系研
究科保健学専攻非常勤講師
弘前大学名誉教授　　〇工藤せい子

5月21日（土）

保健医療福祉サービスの
提供体制

組織マネジメント概論

看護実践における倫理

選考基準

社会保障制度概論

再審査料

単　元

※パソコン使用

15

ヘルスケアサービスにお
ける看護の役割

9

6

選考方法

修了要件

受講料

申込方法

決定通知

定員

教育目的

到達目標 （１）ヘルスケアシステムの構造と現状を理解できる

受講要件

令和４年度認定看護管理者教育課程ファーストレベル実施要領

時間数

15

3

3

内容

（２）組織的看護サービス提供上の諸問題を客観的に分析できる

（３）看護管理者の役割と活動を理解し、これからの看護管理者のあり方を考察できる

募集期間

9

開催期間
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教科目 時間数 教　育　内　容 講　師
（○印はレポート評価者）

開催日

・労働法規　・就業規則
・健康管理（メンタルヘルス含む）
・ハラスメント防止

3
島守経営労務事務所　代表
特定社会保険労務士・行政書士
　　　　　　　　　　　　　　島守　雅之

5月25日（水）
午後

・雇用形態　・勤務体制
・ワークライフバランス

3
八戸赤十字病院　看護部長
認定看護管理者　　箱石陽子

5月25日(水）
午前

・リーダーシップとメンバーシップ
・コミュニケーション
・ファシリテーション

6
公立大学法人宮城大学
看護学群　看護学類
教授　金子　さゆり

6月15日（水）

・成人学習の原理
・役割理論
・動機付け理論

6
青森中央学院大学看護学部
教授　秋庭　由佳

5月26日（木）
※ﾘﾝｸｽﾃｰｼｮ
ﾝﾎｰﾙ青森

・人材育成の方法 6
恩賜財団済生会横浜市東部病院
看護師長　　○小陽　美紀

6月4日（土）

・診療・介護報酬制度の理解
・経営指標の理解

6
医療法人芙蓉会　業務支援部
部長　前田　毅治

5月31日（火）

・看護活動の経済的効果 3
青森県立中央病院　看護部次長
認定看護管理者　　山内　留美子

6月30日（木）
午前

・医療・看護情報の種類と特徴
・情報管理における倫理的課題
　（情報リテラシー）

独立行政法人地域医療機能推進機構
仙台病院　看護部長
認定看護管理者　　〇井出　志賀子

6月1日(水）

・サービスの基本概念
・看護サービスの質評価と改善

医療法人社団仁生会甲南病院
理事　認定看護管者　　○藤野　美代子

5月18日（水）
午後

5月19日（木）

・看護サービスの安全管理
・看護サービスと記録

公益財団法人日本医療機能評価機構
教育研修事業部　副部長　遠田 光子

6月11日（土）

統
合
演
習
Ⅰ

15
・学習内容を踏まえ、受講者が取り組
む
 課題を明確にし、対応策を立案する。

青森県立保健大学健康科学部
看護学科　准教授　　○村上　眞須美

6月27日（月）
午後

※ﾘﾝｸｽﾃｰｼｮ
ﾝﾎｰﾙ青森

6月28日（火）
6月29日（水）

専任教員 5月13日（金）
午前1時間

公益社団法人青森県看護協会　会長
認定看護管理者　柾谷　京子

5月13日（金）
午前1時間

専任教員
5月13日（金）
午前1時間
午後3時間

専任教員 6月30日（木）
午後

青森県立保健大学健康科学部
看護学科
教授　福岡　裕美子

5月14日（土）

専任教員 6月30日（木）

1

6

5月27日（金）
※ﾘﾝｸｽﾃｰｼｮ
ﾝﾎｰﾙ青森

9

時間数

看護実践における
情報管理

9

6

12

6

12

青森保健生活協同組合本部　看護部長
認定看護管理者　　奈良原　恵

・チームマネジメント
・看護ケア提供方式
・准看護師への指示と業務
・看護補助者の活用30

労務管理の基礎知識

看護チームのマネジメント

人材育成の基礎知識

単　元

6
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経営資源と管理の
基礎知識資

源
管
理
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質
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理
Ⅰ

看護サービスの質管理

看護協会について

ヒューマンネットワーキング

演習 15

1

閉講式（受講証明書交付）

6

4

レポートの書き方

そ
の
他
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ヒューマンネットワーキング 3

開講式・ガイダンス


